
  

【作
者
】山
本
有
三 

（一
八
八
七
～
一
九
七
四
年
）・大
正-

昭
和
時
代
の
劇
作
家,

小
説
家
。 

明
治
二
十
年
七
月
二
十
七
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
大
在
学
中
に
芥
川
竜
之
介
ら
と
第
三
次
「
新
思
潮
」
を
創
刊
。 

社
会
劇
、
歴
史
劇
を
次
々
に
発
表
し
、
大
正
末
期
よ
り
小
説
に
転
じ
る
。
戦
後
は
参
議
院
議
員
と
な
り
、
国
語 

問
題
に
も
か
か
わ
っ
た
。
芸
術
院
会
員
。
昭
和
四
十
年
文
化
勲
章
。
昭
和
四
十
九
年
一
月
十
一
日
死
去
。 

八
十
六
歳
。
栃
木
県
出
身
。
本
名
は
勇
造
。
戯
曲
に
「嬰
児
殺
し
」「坂
崎
出
羽
守
」 

小
説
に
「波
」「女
の
一
生
」「路
傍
の
石
」な
ど
。 

【格
言
な
ど
】心
に
太
陽
を
持
て(

「心
に
太
陽
を
持
て
」) 

 


